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子供政策連携室と連携した取組

「チルドレンファースト 子供政策の加速に向けた論点整理」（令和４年７月 子供政策連携室）

子供政策を総合的に推進する全体像

子供政策連携室と連携した取組

関係各局と連携し、誰一人取り残さない視点から子供へのサポートを強化

➤ 都立高校での取組

・在京外国人生徒対象募集枠の設置

・日本語指導外部人材活用事業

・多文化共生スクールサポートセンター

（在京枠設置校）

➤ 小・中学校（区市町村立学校）に対する支援

・日本語学級設置校への教員加配

・区市町村事業への支援（就学促進等）

➤ 共通の取組

・外国人児童・生徒への教育相談事業

・児童・生徒用教材、教員用ハンドブックの作成

・教員向け研修の実施

日本語を母語としない子供

教育庁の取組

➤ 早期把握の強化

ヤングケアラー支援に関する教職員の

対応力向上

・学校の役割や具体的取組をまとめた

デジタルリーフレットの作成・活用

・教職員に助言を行う相談窓口を開設

ヤングケアラー

ユースヘルスケア

➤ 臨時学校医として産婦人科医を任用
・生徒・保護者の相談に対応

➤ 授業内容の充実
・都立高校における特別授業を実施

➤ 相談窓口の活用
・相談窓口「とうきょう若者ヘルスサ
ポート（わかさぽ）」の周知、活用
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子供を笑顔にするプロジェクト

新型コロナウイルス感染症により、学校行事等、様々な制約のある学校生活を送ってきた子供たちに「見る・

聞く・触れる」多様な体験の機会を提供

プロジェクトの背景とねらい

子供たちに笑顔になってもらい、前向きで充実した学校生活や豊かな感性の涵養につなげていく

〇スポーツ、芸術、伝統文化、自然体験、講演・交流など幅広い体験プログラム（約170種類）をメニュー化

し、学校に提示

〇学校が、各々の特色や実情を踏まえ、希望するプログラムを選択（独自の企画についても対応）

▶ 対 象 都内全ての小中高等学校、特別支援学校 ▶ 教育庁予算 令和４年度：約42億円

▶ プログラム例

事業の概要

スポーツ 芸術 伝統文化 その他活動

・プロアスリートによる
スポーツ教室・講演

・パラスポーツ体験

・HADO（ARスポーツ）
体験

・子供参加型の即興劇

・フィンガーペイントで
オリジナルＴシャツ作り

・指揮者体験講座・音楽
鑑賞教室

・狂言体験プログラム

・「東京本染め手ぬぐい」
染め物体験

・相撲部屋ミニ巡業

・ゲームで学ぶチーム
ビルディング

・楽しく科学を学ぶ
サイエンスショー

・環境問題を笑って学ぶ
SDGsショー

参加申込をした公立学校は約８割（2,136校中、1,665校）【９月30日現在】
参加状況

子供を笑顔にするプロジェクト

ゲーム感覚で課題解決に取り組む
「チームビルディング」体験

車いすバスケットボールの
ルールを簡単にした
「車いすポートボール」体験

オリンピック金メダリスト・
内村航平氏による講演

アフリカンアーティストと共に
一人一台ずつ配られたドラムを
叩き、生徒全員でセッション
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子供を笑顔にするプロジェクト

今後も前向きに頑張っていきたいです

大人気YouTuberの演奏に感動しました。

コロナでつらいこともたくさんあったけれ

ど、元気が出ました！今後も前向きに頑張っ

ていきたいと思います。

（都立中等教育学校
「アーティストによるサプライズピアノ演奏」）

初めてのパラスポーツを楽しめました

車椅子の方は大変そうと思っていたけど、

前向きに工夫して楽しんでいるとの話には

驚きました。

パラスポーツのことはあまり知らなかっ

たけれど、初めてみんなと体験し、とても

楽しく、パラスポーツに興味を持ちました。

（区立小学校「パラスポーツ体験」）

親子で笑顔になりました！

今までは、車いすだし…と観戦は諦めてい

ました。応援の歌や太鼓に、子供は大盛り上

がりで楽しんでいました。親子で貴重な経験

ができ、笑顔になりました！

（都立特別支援学校「東京ドームでのプロ野球観戦」）

保護者

生徒理解の点から

大変貴重な機会になりました

生徒たちが共にアイデアを出し合い、グ

ループで活動する姿を見て、教室では見ら

れない生徒の一面や発見があり、学級づく

りや生徒理解の点から、気付きを得る大変

貴重な機会になりました。

（市立中学校「チームビルディング」）

教員

生徒

児童

プロジェクト

実施後の声


